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日本におけるサー・トマス・ブラウン書誌

河　野 豊

　英文学史上、サー・トマス・ブラウン（Sir Thomas Browne､1605-82）と言えば、つとに名文

家として知られている。英本国に限らず目本に於いてもその評価はそのまま通用していると思わ

れる。ただ、英米とは異なり、日本でその作品が広く読まれてきたとは言い難い。もっとも英米

に於いてさえ、現在ではさほど読まれていないかもしれないが、近年になってもブラウンに関す

る新しい選集や研究書が出されているということは、ブラウンに関心を持つ一定の読者の存在を

示していると言ってもよいだろう。

　そうした彼我の差はさておき、これまでに日本で発表されたブラウン関連の記述を、筆者の目

に留まった限りにおいて以下に記し、今後の研究の一助としたい。『書誌』と銘打ったものの、

不一ﾄ分な点が多々あると思われる。御教示頂ければ幸いである。

１　英米での状況

　英米には既に定評のある書誌がいくつか存在する。それらは次のものである。

(1)Keynes，Geoffrey.ﾒ1召jゐ瓦,97可織y of Sj‘r77,0mお召rr)w7,e，xr.，MjJ.，Cambridge :　Cam-

　♭ridge university Press，1924.

(2)Keynes，Geoffrey，Kt.M.D.j拓Z,万〇g7耶句/�S7r77,0ms＆・・,le，瓦£.，7WID.，revised

　and augmented.0xford:　C】arendonPress，1968.(1)の増補改訂版

(3)Donovan，Dennis，Magaretha　G.Hartley　Herman　and　Anne　E.lmbrie.＆‘j-　771o771as

　召j7)w刀e ajld jio&yr jj£j7fr)fl.･azr/＆11/lcegljjde. Boston: G.K.Ha11＆Co.，1981.

　これらはそれぞれ英米の書誌学者の労作であって、その学問的意義は犬である。日本における

おそらく最初の本格的翻訳である24（整理番号。下記凡例２参照）も、（2）に記載されている。し

かし2）の当該箇所に些細な誤りがあるのは残念なことである。“vo1.V”とあるのぱvo1.1V”

の誤りである。この機会に訂正しておきたい。

　ブラウンの選集本及び研究書の巻末書誌としては、次のものが有益である。

(4)

⑤

Patrides，C.A.，ed.Syr 771o7?las召mwzleご

Post，Jonathan F. S.Sjr 771α?las召j7〕w7je.

TheM沁lor Wo7･s.Penguin Books、 1977.

Twayne Publishers、lnc.、1987.

２　日本での状況

　おそらく最初にブラウンを目本に紹介したのは、東京大学で教鞭を執っていた頃の夏目漱石だ

と考えられる。岩波販漱万全集票16巻（1967）所収の「英文学形式論」にブラウンの名が見える。
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　書誌に関しては、24に付された堀大司氏による「参照書目」が、先駆的なものとして挙げられ

る。但し、これは、英米でのブラウンの著作集及び研究書についてのものである。「日本におけ

るサー・トマス・ブラウン書誌」の類は、筆者の知る限り、ない。

３　ブラウンの主要作品

　初版タイトルを記し、参考までに、これまで見られた邦訳表記をいくつか挙げる。

　　瓦面面yw(/似1643.(著者未公訪販は1642年刊行)

　　　『レリギオ・メディキ』、『レリヂオ・メディシ』、『レリジオ・メディチ』、『医師の信仰』、

　　　『医師の宗教』、『ある医師の宗教』、『医家信教』、『医者の宗教』

JF)se£j＆)＆)xil£Zﾌjdef77jal.･　or£z19zjjjiesjj7な)1/13り/771ajJy 7rc�yed 7iｦﾌlef7昿a刀d cQm771oflかρ71ｦｰ

　s凹1�7hjs、1646.(通称1/Mgar a77)5)

　　｢プセウドドキシア・エピデミカ｣、｢荒唐世説｣、『迷信論』、｢伝染性謬見｣、『謬見蔓延論』、

　　『一般的謬説』、『俗謬論』、『俗説弁惑』

HydrjotaPhjl･a，Ume-Buriajj， or，A Discourse of tlle Sepujchrajj Urnes jatejy found jn Norfolk.

　　Together with The Garden of Cyrus， or the QuincunciaH， Lozenge， or Net-work Plantations

　　of the Ancients， Artificialjy，Naturajjy，Myslicajjy（:lonsidered.Wjth Sundry observations，

　　1658.

　　HydriotaPhia，Ume-Buri�jは『ハイドリオタフィア』，『屍販売埋葬』，『壷中蔵骨』，『壷葬

　　論』，『壷葬についてＪ

　　The Gafden of Cvrusは『キュロスの園』，『キュロスの庭園』，『クロスの庭園』，『クロス

　　の庭』，『サイラスの庭』

a711jrl j･‘sc�/a71Ly 7nlczs､1683.

　　『雑纂』、『雑録』

A Letterto a Friend、Upon occasjon ofdle E)ealh of hjs lntjmate Frjendjら90.

　　『一友人にその親友の死去の有様を報ずる書翰』、『ある友人への手紙-その親友の死に

　際して』

CM�aフバWo�s､1716.

　『キリスト教徒の道徳』、『キリスト教道徳』、『キリスト教倫理』

４ 凡例

　以下に、日本におけるブラウン関連の記述がある書目・雑誌類を掲げるが、凡例は次の通りで

ある。

１

各項目は発表年代順とする。但し、初出文献を参照し得ない場合は新版を記載した。
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Memoj･rs�jle即l aljyes･Cy，3911998）

２　記載の仕方は「整理番号／著者・編者・訳者／題名・掲載紙誌・単行本（発行者）、ペー

　　ジ／発行年」とする。発行者と発行年を敢えて別項目にしたのは、検索の便を考えてのこ

　　とである。なお整理番号はここでの便宜的なものにすぎない。

３　学術論文や翻訳に限らず、エッセイや小説中に表われるものも収録した。

４　各項目下のコメントは筆者によるものである。当該項目についての補足情報を記した。

５　ブラウンの名のみが表われるものについても極力収録した。

６　英文学史の概説書、事典の類は除いた。

５　書誌

番号

　１

２

３

４

５

６

　　　　　　　　　題名、掲載紙誌・単行本（発行者）、ページ

夏目漱石『三四郎』（十）、（十一）（春陽堂）、329-31、367-68、372-73

1908（明治41）年９月１日から同年12月29日まで、『東京朝日新聞』に

連載。Hydriotaphiaの抜粋の邦訳を含む。『漱石全集』第16巻（岩波書

店、1967）所収の蔵書目録によれば、漱石はブラウンの全集を持ってい

た。（召7e Wo盾sofSか777om心召row77e.　Ed.by Simon硲qlkin.3vols.

London : George Bell＆Sons. 1888-94. （Bohn’s Standard Library）｡）

南方熊楠「虎に関する史話と伝説、民俗」、［太陽］2（ﾄ１

後に『十二支考』として乾元礼服全集第１巻及び第２巻に収録(1951)。

また、平凡礼服全集第１巻(1971)、東洋文庫(1972)、岩波文庫(1994)

に所収。南方はたびたびブラウンに言及している。 112参照。

岡倉由三郎編“On Dreams”、『English Essays』（研究社）、19べ23、301- 8

　　　　　“On Dreams” の執筆年代は不明。

竹友藻風著『エッセイとエッセイスト』（北文館），37，38，115

チャールズ・ラム著平田禿木訳『エリア随筆集　上』（国民文庫刊行会），2

23，63，66，130，142，194-95

Charles Lamb、The Essays of Ejia（1823）の邦訳。『同　下』は1929年

刊行。なお、現在最も新しい邦訳は船木裕訳『エリアのエッセイ』（平

凡社、1994）であると思われる。

森六郎［エッセイストとしてのSir Thomas Browne］、「アルビオン」第１巻第４

け（京大英文学研究会）、258-76

13

発行年

　1909

1914

1925

1927

1927

1934
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７

８

９

ディ・クインシー著田部重治訳『阿片常用者の告白』（岩波書店）、70

　　　　Thomas De Quincey、Confbssjons　ofan Engjjsh opjum Ealer（1821）の

　　　　邦訳。同作品の翻訳として、辻潤訳（三陽堂書店、1918）、野島秀勝訳

　　　　　（国書刊行会、1995）等がある。

犯人司FSIR THOMAS　BROWNEについて」、「英文学研究」第23巻第２（日本

英文学会）、119-52

　　　　後に加筆修正の上、改題されて、22に収録。

1937

1943

アーノルド・ベネット著山内義雄訳『文学趣味－---その養成法－－』（岩波書　　1943

店）、23-24

　　　　Amold Bennett、The LiteraryTaste:　How to Foml lt（1909）の邦訳。

　　　　　「普通相当の人の自国語の古典に対する態度」の例として、その古典に

　　　　ブラウンを挙げる。

10　ウォルター・ペイター著堀大同訳注「サー・トーマス・ブラウン」、「英語青年」　　1946

　　　5月号（研究社）、12-15

　　　　　　　Walter Pater、ﾒ1/ye函む‘凹s（1889）所収の“Sir Thomas Browne” の邦

　　　　　　　訳及び注釈。 1946年５月号～1948年２月号までの３年間にわたって、16

　　　　　　　回連載。

11　エドガ・Ａ・ポオ著吉田健一訳『マルジナリア』（創元社）、5、10

　　　　　　　訳者附記によれば、本書は始め1943年に芝書店から刊行。後に「ポオ全

　　　　　　　集３」（東京創元社、1963）に収録。

1948

12　　トマス・ブラウン著佐山栄太郎訳注［夢雇と覚醒］、「英語青年」12月号（研究社）　1949

　　　　　　　Rehgio Medjciからの抜粋（築２都築11節、築12節の一一部）。訳往者によ

　　　　　　　ると、タイトルは、E､M.Clarkのもの。

13　太和貴雄編注『イギリスの随筆（Best English Essays）』（南雲堂）、iい卜6、71　　1952

　　　　　　　Christian Moralsから第２都築１節を抜粋。参照したものは築９刷（1983）

　　　　　　　で、編者前書ぎAN ESSAY ON ESSAYS一昨U句/ぱ力吏oゐ�回－”

　　　　　　　の旧寸は1977年１月。

14
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14　佐山栄太郎著『形而上詩の伝統一十七世紀英詩の鑑賞』（研究社出版），2，14，　1954

　　　15，109，190

15　堀大司編『The Diary of Samuel Pepys』（研究社出版），xxx，134，386 1954

16　バージル・ウィレー著武藤一雄・川田周雄訳『キリスト教と現代』（創文社）、84　　1955

　　　　　　BasiI Willey、 a治山71j･汐｡･　乃lsra加持l･sezlr（Cambridge university

　　　　　　Press、1952）の邦訳。

17　H・バターフィールド、Ｗ・Ｌ・ブラッグ他著菅井準一訳『近代科学の歩み』（岩　　1956

　　波書店）、96-97

　　　　　　Jack Lindsay（ed.）、77･e拓s咤y�Sc如lce（Cohen＆West Ltd｡ 1951）

　　　　　　の邦訳。 Basil Willeyの“The Touch of Cold Philosophy”を含む。

18　長谷川四郎「ブラウンとミルトン」，「茨城大学文理学部紀要（人文科学）７」

１９　Ｅ・Ｍ・フォースター著村上至孝・米田一彦訳「天国行の乗合馬車」，『天国行の

　　乗合馬車・永遠の瞬間』（英宝社），19-47

　　　　　　　Co/7ecz�S/･of7 Sr�s�召．ＭＲ－凶･（Sidgwick and Jackson Ltd.，

　　　　　　　1948）からの邦訳。ブラウンが馬車の御者となって登場。なお，小池滋

　　　　　　　訳『Ｅ・Ｍ・フォースター著作集　５』（みすず書房，1996）にも所収。

20　村岡勇著『英詩のすがた一十七世紀英詩のイメイジ』（研究社出版），49

21　バジル・ウィレー著深瀬基寛訳『十七世紀の思想的風土』（創文社），7，8，24，

　　49-66，69-73，80-89，105，141，201，204-7，214，218，286，287，331

　　　　　　　Basil Willey，771e Seye/IZee71Z力Cezlrujｱ召ac紡πJlj7�｡･　Studies　in　the

　　　　　　　77｡）a一Z af Z/lej4ge jzJji�aZjαl£oAJeり/a刀d刄e句μafl（Chatto＆Win-

　　　　　　　dus，1934）の邦訳。「第一章　サー・トマス・ブラウン」，「第四章　聖

　　　　　　　書の解釈について　一，ブラウン」を含む。

1957

1957

1958

1958

22　帽犬司「サー　トマス・ブラウン」、『スウィフト　その他』（南雲堂）、3-87、349　　1959

23　須藤信雄「Sir Thomas Browneの宗教思想」、「明治学院論叢」第64 ・65合併号、　　1961

　　　11-31

　　　　　　　後に同氏著『17世紀英文学におけるChristian Humanism』（仏学社、1971）

　　　　　　　に収録。
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24　　トマス・ブラウン著粗大司訳「医師の信仰」、『世界人生論全集第４巻』（筑摩書　　1963

　　　房）、167-304

　　　　　　　＆面面3＆ぷcj‘のおそらく本邦初訳。

25　Frank L. Huntley、“SIR THOMAS BROWNE’S MASTERPIECE: W/£a4j?石沢-　　1963

　　　iC現S”、『上野直蔵博士還暦記念論文集』（南雲堂）、27ぺ5

　　　　　　　Huntleyの著書、Sか77､0､71s＆uw71r･A Biognlphical and CriticalStudy

　　　　　　　　（The universityof Michigan Press､1962）の第10章を改稿したもの。

26 横尾定理［瓜坊面Aをぷc/論－一一BrowneとAnglicanism-］、「広島大学英語英

文学研究」第10巻第２号、35-49

27　加藤憲市著『英文学勤物ばなし』（松柏社），43，71，217

1964

1964

28　剔大川｢G.Keynes，ed.:The Works of Sir Thomas Browne，etcよ｢英文学研　　1966

　　　究｣第42巻第２号，269-75

　　　　　　　上記｢｣内のタイトルは目次表記による。 Geo汀rey　Keynes(ed.).The

　　　　　　　Works of Sjr Thomas Browne ，4vols(Faber＆Faber,1964)及びL.C.

　　　　　　　Martin(ed.)，ReljgioMedjcj and other Works(Oxford university Press，

　　　　　　　1964)の書評。

29　ウィリアム・スタイロン著須山静夫訳『闇の中に横たわりて』（白水杜）、5

　　　　　　　William Styron.Lie down in Dafkness（The Bobbs-Me�I Company､ 1951）

　　　　　　　の邦訳。題辞としてHydriotaPhja第５章の抜粋を掲げる。書名も同じ

　　　　　　　抜粋箇所から採られた。

1966

30　ウォルター・ベイター著堀大司訳『ガストン・ド・ラトゥール』(新樹社)，191,236　　1966

　　　　　　　NValter Pater，Gaszon de £a£oijr.･/1zlEﾉ゛nfinishedRomance(MacmiUan and

　　　　　　　Co.，Ltd.，1896)の邦訳。

31 川崎寿彦著『ダンの世界』（研究社出版），1，51，69，123-31，137，166，168，　　1967

171

32　ハーバート・リード著田中京穂訳『散文論』（みすず書房），113-15，149，324　　　1967

　　　　　　Herbert Read，Engjjsh Prose Styje（G.Ben＆Sons.Ltd.,1952）の邦訳。

　　　　　　原著初版は1928年刊行。邦訳旧版は1958年刊行。
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33　ルネ・ウェレック，オースティン・ウォーレン著太田三郎訳『文学の理論』（筑　　1967

　　　摩書房），168，169，214，216

Ren6 Wellek and Austin Warren、Theory of Lite】‘ature（HarcourtBrace

and Co. lnc.、1956）の邦訳。原著初版は1946年刊行。邦訳旧版の初版は

1953年刊行。

34　矢本真幹著『イギリス文学思想史』（研究社出版）、43　　　　　　　　　　　　　　1968

35　福原鶴太郎著『福原鶴太郎著作集４評語チャールズ・ラム』（研究社出版）、217、239　　1968

　　　　　　　元服は『チャールズ・ラム語』（垂水書房、1963）。

36　チャールズ・シンガー著伊東俊太郎・木村陽二郎・平田寛訳r科学思想のあゆ　　1968

　　　み」（岩波書店）、287

Chaj･les Singer，ﾒ1S71Qf7召jsraぴof Scjezl£jyicjdeas ro j夕θθ（Oxford uni-

versity Press，1962）の邦訳。

37　島田謹二「堀大司氏のサー・トマス・ブラウン研究」、「比軟文学研究第15号」

　　　（東京大学比較文学会）、199-205

絹天司教授追悼特集の一編。島田氏は、「比軟文学研究第９号」所収の

　「犯人司教授のこと」の中でも、絹氏のブラウン研究について言及して

いる。

38　ギルバート・ハイエット著柳沼重剛訳『西洋文学における古典の伝統　上・下』

　　　（筑摩書房），（下巻）75，77，79，81，85，90，99，248

Gilbert Highet、77･eaiJa/ 7aZ池y､（Curtis Brown Ltd.、1949）の邦

訳。ブラウンとの関連で、William oslerの記述も含む（247- 8 ）。Osler

については81、116参照。

39　パオロ・ロッシ著前田達郎訳『魔術から科学へ』（サイマル出版会），18（「まえ

　　　がき」），12，40，93

Paolo　Rossi，

Laterza，1957）

R11zlcesco　召acofle.‘　aij7a　Maがa　a画　Scje71za（Editori

の邦訳。

40　中野好夫「翻訳雑話」、『英文学夜ばなし』（計測杜）、122

17

1969

1969

1970

1970
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41　　トマス・ブルフィンチ著大久保博訳「ギリシア・ローマ神話」（角川書店），539　　一1970

　　　　　　　Thomas Bulfineh，7加西le�自他（1855）の邦訳。

42　E・R・クルツィウス著南大路振一・岸本通夫・中村善也共訳『ヨーロッパ文学　　1971

　　　とラテン中世』（みすず書房），210,469-71

　　　　　　　Emst Robert Curtjus，£ljπ¥ijsd,eむ£enlzljrud jaた7jljsd・M辺＆,jze7･

　　　　　　　　（Francke,1948）の邦訳。

43　７－サー・クレイバラー著河野徹・上島健吉・佐野雅彦訳『グロテスクの系譜

　　　一英文学的考察』（法政大学出版局），4，7，10

　　　　　　　Arthur Clayborough，771e Gπ）たsgzjej刀51がj励£jだnlrljjで（Oxford univer-

　　　　　　　sity Press,1965）の邦訳。

44　K・K・ルスベン著新倉俊一訳『コンシート』（研究社出版），11，12

　　　　　　　K.K.Ruthven，77･e Caca（Methuen＆Co.Ltd.,1970）の邦訳。

1971

1971

45　バージェン・エヴァンズ著原田敬一一訳『ナンセンスの博物誌』（大和書房），15，　　1971

　　　114，140，198，205

　　　　　　　Bergen Evans，TIle Naturaj Hilsrojyof 7Vbflse7lse（AlfiedA. Knopf,1958）

　　　　　　　の邦訳。

46　クリストファ・ヒル著福田良子訳『イギリス革命の思想的先駆者たち』（岩波書　　1972

　　　店），254

　　　　　　　Christopher H氾，lntellectuaIOrigins of T11e English RevoluUon（Oxford

　　　　　　　university Press,1965）の邦訳。

47 ジョン・Ｄ・ジャンプ著斎藤和明訳『バーレスク』（研究社出版），71，72，73

　　　　John D. Jump， jjij71/es9lje（lvlethuen＆Co.Ltd.,1972）の邦訳。ジェイ

　　　　ムズ・ジョイス『ユリシーズ』第14挿話「太陽の牛」の文体模倣文集（パ

　　　　スティーシュ）の中でブラウンに該当する部分を含む。

48　川崎寿彦著『マーヴェルの庭』（研究社出版），32，39，137，149，151，284

49　平井正徳編『ミルトンとその時代』（研究社出版），250，254-55

18
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50　ラルフ・カークパトリック編荒木雄三訳『Ｊ．Ｓ．バッハ　ゴールトベルク変奏曲』　　1974

　　　(全音楽譜出版杜)、28

　　　　　　　Ralph Kirkpatrick(ed.)、j.S.召adL'Gojdゐeg yMar心s(G. Schirmer、 lnc･、

　　　　　　　1938)の邦訳。題辞として、＆面面JMe心丿第２部第９節の抜粋を掲げ

　　　　　　　る。

51　斎藤美州｢『医者の宗教』序説｣、｢西洋文学研究(東京教育大学文学部紀要　　1975

　　　103)｣、39-63

52　淮陰生［アイスキュロスと亀と漱石］、「図書」1975年４月号（岩波書店）、15

　　　　　　　さまざまな状況証拠から、「淮陰生」は中野好夫氏の筆名と思われる。

　　　　　　　後に61に収録。

1975

53　木村毅「ランドアとブラウンと漱石」、「図書」1975年８月号（岩波書店）、54-55　　1975

　　　　　　　52を受けて書かれたもの。 61参照。なお、本村氏は［英語青年　特集：

　　　　　　　夏目漱石と英文学］（1966年７月特別号）所収の「『三四郎』の中の英

　　　　　　　文学］においてもブラウンに言及している。

54　アーサー・Ｏ・ラヴジョイ著内藤健二訳『存在の大いなる連鎖』（晶文社），90

　　　　　　　Arthur　0.Lovejoy，77把　G把az（ｺlajfl　af＆jzW（Harvard　university

　　　　　　　Press，1970）の邦訳。原著の初版は1936年。

55　サミュエル・テイラー・コウルリッジ著桂田利吉訳「文学評伝」，230

　　　　　　　SamueI Taylor COleridge， j!jθg71¥J力jla£jzeflzia，or召jog摺ρ力jcajSierdles

　　　　　　　�Myl迦syjLaa�（:¥如・バ1817）の邦訳。

1975

1976

56　小洋康彦「夢の技法一一Sir Thomas BrowneとCharles Lamb」、「静岡大学人文学　　1977

　　　部人文論集　28」、51-67

57　渋滞龍彦「時回のパラドクスについて」、『思考の紋章学』（所出書房新杜）

　　　　　　Hydnotaphiaの一節の邦訳を含む。

19

1977
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　58　スーザン・ヒル著高儀進訳『奇妙な出会い』（角川書店），59，152，158，193

　　　19E200，202ぺ，208-9，214，218，231，266，301

Susan Hil1，釦凹ざe/晩酌吋(Richard Seott Simon Ltd.，1971)の邦訳。Re一

jigio Medici及びHydriotaPhjaからの引用を含む。主人公の友人がブラ

ウンの愛読者という設定。

1977

59　斎藤美什|｢Thomas Browne、Hydriotaphja(、古典新店I)｣､[英語教育]４月号(犬修館　　1978

　　　書店)、44-5

60　川崎寿彦著『鏡のマニエリスムールネサンス想像力の側面』（研究社出版）、88　　1978

61　液胞生「アイスキュロスと亀と漱石」、『一月一話　読書こぼればなし』（岩波書　　1978

　　　店）、138-39、224

52、53参照。回書「補注一束」で53への言及がある。

62　J・B・プリーストリー著小池滋・君島邦守訳「英国のユーモア」（秀文インター

　　　ナショナル）、61

J. B. Priestly，丑哲治力jij771aijr（Heinemann，1976）の邦訳。

1978

63　　Takahashi，Genji,“SirThomas Browne as a Christian-A Compendious Approach　　1979

　　　to ChrjstianMorals一一白≒「桜美林大学・桜美祢短期大学紀要　英語英米文学研

　　　究　19」，167-83

64　新井明著『ミルトンの世界一叙事詩性の軌跡』(研究社出版),46，61，85，137

　　　155，170，198，245，246，266

1980

65　ノースロップ・フライ著海老根宏一中村健二・出湯博・山内久明訳「批評の解　　1980

　　　剖」（法政大学出版局），198，372，377，421，437

Northrop　Frye，Ajla£omy of Cli･む･cjs771.･FbzjrjisaL戸（Princeton　universily

Press，1957）の邦訳。

66　バジル・ウィリー著樋口欣三一佐藤全弘訳「イギリス精神の源流-モラリスト

　　　の系譜」（創元社）、152、213-23

BasiI Willey，77･e＆一助Ｍｏａ逗a（Chatto＆Windus，1964）の邦訳。「第

12章　モラリストとしてのサー・トマス・ブラウンに関する覚書」を含

む。

20
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67　ジェイムズ・ボズウェル著中野好之訳「サミュエル・ジョンソン伝　１」（みす　　1981

　　　ず書房），xxi，158，225，241

James Boswe11、77･ejL辿�＆lz711j�j�･71sa、UJ）｡（1791）の邦訳。回

書の邦訳としては、神吉三郎訳「サミュエル・ヂョンスン伝」上中下

　（岩波書店、1941-48）があるが、これは抄訳であり、ブラウンの名は

出てこない。69、70、80参照。

68　荒俣宏著『理科系の文学誌』（工作舎）、198-200、401　　　　　　　　　　　　　　　1981

　　　　　　　87参照。

69　サミュエル・ジョンソン著藤井哲訳「「サー・トマス・ブラウン伝」（訳-その　　1982

　　　1）」、「活水論文集（英米文学・英語学編）25」、119ぺ0

Samuel Johnson，“The Life of Sir Thomas Browne” の邦訳。Christian

Morajsの再販（1756）の際に巻頭に付された。 80参照。

70　ジェイムズ・ボズウェル著中野好之訳『サミュエル・ジョンソン伝　２』（みす　　1981

　　　ず書房）、487

　　　　　　67参照。

71　ウィリアム・エンプソン著柴田稔彦訳「牧歌の諸変奏」（研究社出版）、84

Wilhm EmPson.Some versionsof Pasloral(Chatto＆Windus､1935)の

邦訳。但し、訳者がどの販を使用したかは不明。

72　ヘンリ・ブラッドリ著寺渾芳雄訳『英語発達小史』（岩波書店）、247

Henry Bradley， 771e Ail!jjW of jE佩!画一，revised by Simeon Potter（Mac-

minan＆Co.Ltd.，1968）の邦訳。原著初版は1904年刊行。

73　ホルヘ・ルイス・ボルヘス著中村健二訳「異端審問」（晶文社），36，144，178，

　　289

Jorge Luis Borges，01erk7�sja｀㎝s,1937-1952,tr.，Ruth L. C.Simms

　（Theuniversityof Texas Press，1964）の邦訳。

74 山本俊樹「十七世紀英国における「創造」と「救済」一サー・トーマス・ブラ

ウンの場合」、「成蹊法学」20号、1-17

－21－

1982

1982

1982

1983
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75　姉川邦彦「17世紀の英語語彙の拡張について-Sir Thomas Browne :Religio　　1983

　　　Mediciを例として」、「Paulownia　review　2」（大東文化大学大学院英文学研究

　　　会）、34ぺ3

76　小川和夫｢平田禿木から福原鶴太郎への手紙(三)一竹友藻風のこと一一｣、[學　　1983

　　　鐙]第80巻４号(丸善)、32-35

小川氏によれば、小宍粟作氏は「京都帝人英文科に学び卒業論文にサー

・トマス・ブラウンの作『医師の宗教』を選んで」いた由。小沢氏は24

が収録されている『世界人生論全集第４巻』（筑摩書房）で、アイザッ

ク・ウォルトンの『釣魚大全』を訳している。

77　川崎寿彦著「庭のイングランド」（名古屋大学出版会），49，56，169，326

78　由良君美著「椿説泰西浪漫派文学談義」（青土社），26

79 永嶋大典著『OEDを読むｰ『オックスフォード英膳夫辞典』案内』（大旅館書

店）、93-94

1983

1983

1983

80　サミュエル・ジョンソン著藤井哲訳「「サー・トマス・ブラウン伝」（訳一一その　　1983

　　　2）」、「活水論文集（英米文学・英語学編）26」、153-77

69参照。

81　ウィリアム一才スラー著日野原重明・仁木久恵訳「トマス・ブラウン卿」その　　1983

　　　他,『平静の心-才スラー博士講演集』（医学書院），vi，20，28，54，60，120，

　　　136，166，198-99，202，256，267，357-58，361，373-412，491，494，509，

　　　510，512

WiHiam osler，/1e卯凹油ぬs(MacGraw-Hm Book Co.，1996八及び，＆-

jected Wrjtings of Sjr Wjljiam osjer(Oxford university Press,1951)よ

り，訳者が編纂の上，邦訳したもの。オスラーはブラウンから大きな影

響を受けた。 38,116参照。

82　ノースロップ・フライ著駒沢大学Ｎ・フライ研究会訳『同一性の寓話』（法政大　　1983

　　　学出版局）、238

Northrop Frye， aZ虎s of五如1睨y.･S£zjdjesjzljR)�c Myz力必)gy(Harcourt，

BraceTovanovich，1963)の邦訳。

22
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83　フレデリック・アーツ著望月雄二訳『ルネサンスからロマン主義ヘー---一美術・文　　1983

　　　学・音楽の様式の流れ』（音楽之友社）、135

84

Frederlck B. Artz，jF7y3j71 z加jRaajs。71ce£,)jiamajJ£jcjsm ｡･7･,ti7jdsj刀Sり虎

jzh4jf，lj･たzz･zzzftl，az2djWijsねjja9-1830('nle univeisity of Chicago Press，1962)

の邦訳。

秋山嘉「失速する成熟-『レリギオ・メディキ』冒頭をめぐる読みと時間」、

「東京犬学教養学部外国語科研究紀要」第31巻３号、23ぺ7

85　由良君美装『みみずく古本市』（青上汁）、149

86 水田洋「本を愛した外科医」、『知の商人－-一近代ヨーロッパ思想史の周辺』（筑

摩書房）、232べ38

ブラウンの全集を編集し、書誌を作成したジェフリー・ケインズ（Geof

frey　Keynes）の紹介。ジェフリーは有名な経済学者ジョン・メイナー

ド・ケインズの弟。

87　テリー・イーグルトン著大橋洋一一訳『文学とは何か』（岩波書店）、３

Terry Eagleton， £jだ721jy 77,eofy ｡･ﾒ171 jz治r)dzjc£j,)g(Basil Blackwe11，1984)

の邦訳。

88　ラフカディオ・ハーン著立野裕訳「サー・トマス・ブラウン」、『ラフカディオ・

　　　ハーン著作集第７巻』（恒文社）、69-81

富山犬学ヘルン（小泉八雲）文庫所蔵ラフカディオ・ハーン関係文献目録

によれば、初出は小泉ハ雲著今東光訳『文学入門』（金星堂、1932）。

1984

1984

1985

1985

1985

89　秋山嘉「「部分／役割」としての書き手-サー・トマス・ブラウンの『レリギ　　1986

　　　オ・メディキ』を読むための予備作業一一」、「英語英米文学第26集」（中央大学

　　　英米文学会）、23-51

90　高橋康也著『エクスタシーの系譜』（筑摩書房），30，57，78

　　　　　　　旧版はあぽろん社より1966年刊行。

91　坂下昇著『オカルト』（講談社），7，24-25，155，157，207

　　　　　　　68参照。

23
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　92　グレアム・グリーン著高儀進訳『ロチェスター卿の猿一十七世紀英国の放蕩詩　　1986

　　　人の生涯』（中央公論社），288，319

　　　　　　　　Graham Greene，£a�刄）desrer’sMoniey， ゐej7Wがle£jlyb�≒iohnWil-

　　　　　　　　f71or，Seco�£��蚤）as£er（Bodley Head,1974）の邦訳。ブラウンか

　　　　　　　　ら息子のエドワードに宛てた手紙の引用。

　93　マージョリー・Ｈ・ニコルソン著高山宏訳『月世界への旅』（国書刊行会），81，　　1986

　　　165，166，240

　　　　　　　　Maljorie Hope Nicolson，yay4阿rQ血りWo回（Macmman,1948）の邦

　　　　　　　　訳。105参照。

94　ホルヘ・ルイス・ボルヘス著土岐慎二訳『永遠の歴史』（筑摩書房）、102

　　　　　　　Jorge Luis BoTles.Historia de la etemidad（Emecふ、1953）の邦訳。

1986

95　エドガー・ウィント著田中英道・藤田博・加藤雅之訳『ルネサンスの異教秘儀』　　1986

　　　（晶文社），179，221，298，313，374，382，395

　　　　　　　Edgar Wind， jF≒gazJMJ/s£e,iesjj7zZlej2e,lajlSSanCe（Faber＆Faber,1958）

　　　　　　　の邦訳。

96　中村禎里著『魔女と科学者　その他』（海鴫社）、2Cﾄ22

97　日夏歌之介「禁固文墨考」、『サバト恰異帖』（国書刊行会）、205

　　　　　　　初出は1927年１月「中央公論」第42巻１号。

1987

1987

98　ワイリー・サイファー著河村錠一郎訳『ルネサンス様式の四段階-1400年～1700　　1987

　　　年における文学・芸術の変貌』（河出書房新社），145，201

　　　　　　　Wylie Sypher， RJzjr S鴫ges of j?ej7ajssazlce（Doubleday＆Company， lnc.，

　　　　　　　　1955）の邦訳。邦訳旧版は1976年刊行。

99　ウェイン・シューメイカー著田口清一訳「ルネサンスのオカルト学」（平凡社），　　1987

　　　156，245，357-60，368，369

　　　　　　　M/ayne Shumaker， 771e Qccljjr Scje71ces jjl が把JRe71ajssajlcej /t Sru＠加

　　　　　　　励£eμecaj�　乃lrzej7ls，First　Paperback　Edition（University　of　Califomia

　　　　　　　Press,1979）の邦訳。原著初版は1972年刊行。

24
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100　エリザペス・Ｌ・アイゼンステイン著別宮貞徳監訳『印刷革命』（みすず書房）、

　　　202-6、293

Elizabeth L. Eisenstein， 77･e乃仙£z昭jReydjz如l jzl£aめ/Modej7lajπ)pe

(Cambridge university Press，1983)の邦訳。

101　加藤憲明「ブラウンに見る現化吐」、「作新学院女子短期大学紀要　12」、149-55

102　秋山嘉「「忘却によって認識はつくられる」　　サー・トマス・ブラウン

　　　的謬説』諸」、中央大学人文科学研究所編『イギリス・ルネサンスの諸相』

　　　大学出版部）、359ぺ04

『一般

伸夫

1987

1988

1989

103　飯島周・青木純子絹江『すばらしき書物の世界（ｍｅ ｗ凹面ふ7 wbr/jd　1989

　　Books）』（大学書林）、58

Louis ShoreぐHow to Find Time to Read” 中のWilliam Oslerの記述に

関連してブラウンの名が見える。 81、115参照。

1（）4　ジョン・バース著志村正雄訳『金曜日の本』（筑摩書房）、90、104

John Barth、771e脅1絢/＆Jd.･jEssjl戸ajlda/ler及wl良治別（G.P.Put

na�s Sons、1984）の邦訳。

1989

105　マージョリー・Ｈ・ニコルソン著小黒和子訳『暗い山と栄光の山一無限性の美　　1989

　　　学の展開』（国書刊行会），106，107-8，144，145，158，165，243，322，349，

　　　482，487

Marjorie Hope Nicolson， A＆)ljzl£ajzlGjoam azld jWozj71£a励G7o7 ｡'771e j)e-

ya聊71a£ofが･e･4esが･�cs�'zjle jzl茄如(Norton，1963)の邦訳。原著

初版はCornelI University Pressより1957年刊行。93参照。

106　キース・トマス著山内昶監訳『人間と自然蓼一近代イギリスにおける自然観の　　1989

　　　変遷』（法政大学出版局），92，99，105，110，116，189-90，269，346；（以下は

　　　原注のページ）63，64，66，68，69，86，118

Keilh Thomas， jWan azjd Zjle 7Vaaj7�Wb7yd.･alajlgjzJg j4�ajdes一石W一

jand 1500－1800（A11en Lane，1983）の邦訳。

25
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107　サミュエル・ピープス著臼田昭訳『サミュエル・ピープスの日記　第５巻　1664　　1989

　　　　年』（国文社）、43

Robert Latham and William Matthews(eds.)，The Djary of Samuel Pepys，

V01.51664(Unwin Hyman Limited，1971)の邦訳。

108　ピーター・Ｊ・フレンチ著高橋誠訳『ジョン・ディー-エリザペス朝の魔術師　　1989

　　　　(平凡杜)、236

PeterJ.French、｡/�l刀j)ee.･777e Wo7;/d�｀a刀Ｅ万z励e£11azljW4rijs(Rout-

ledge＆Kegan Paul、1972)の邦訳。

109　R ・ホーイカース著藤井清久訳『宗教と近代科学の勃興』（すぐ書房）、83

R.Hooykaas，j2ej4rj‘oj7 a/�訥eijse of jWi)de771 Scje7lce(Scottish Aca-

demic Press，1972)の邦訳。

110　有本宏二「ブラウン復活」、『ちくま』1990年８月号（筑摩書房）、56- 7

111 河野豊「『医師の宗教』一理性と信仰と一一一」、「早稲田犬学犬学院文学研究科

紀要別冊第17集文学・芸術学編」、47-55

1989

1990

1990

112　渋滞龍彦｢南方学の秘密｣､『都心ノ病院ニテ幻覚ヲ見タルコト』(立風書房)、174-　　1990

　　　8

２参照。

113　S・K・ヘニンガー・Jr.著山田耕士・吉村正和一正岡和恵・西垣学訳『天球の音　　1990

　　　楽-ピュタゴラス宇宙論とルネサンス詩学』（平凡社），200-1，218，222，23

　　　8，245，258，264，269-70，276，279，280，290

S.K.Heninger， Jr.，7bljd】es of Swee£召az771oj7y.･　j慨yがlagozaljlCbs77】oj-

ogy a�刄凹ajssajlce Fo�cs(Huntington Library，1974)の邦訳。

114　ハーバード・Ｎ・ウェザーレッド著中野里美訳『古代へのいざない一一-プリニウ

　　　スの博物誌』（雄山間出版）、2、293

Herbert Newton xVethered.The jVlindof the AncllentWorld :A Consjd-

eratjonof P】jny｀sNalural History(Longmans Greenand Co.，1937)の邦

訳。題辞としてPseudodoxia Epidemicaの一節を引用。

26

1990



jWsla･r9�召印即£如･versity.j!¥j夕侭り

115　トマス・ブラウン著小池鮭訳「壷葬論」、富士川義之編「脱線の箱」（筑摩書房）、

　　　131-188

Hydriotaphiaのおそらく本邦初訳。

116　日野原重明著「医学する心－----オスラー博士の生涯」（岩波書店），14，40，50，

　　　57，111-12，126，127，128，135，154，164-66，181，234，258，262，264-66

38，81参照。

117　キース・ライトソン著中野忠訳「イギリス社会史　1580-1680」（リブロポート）、

　　　373、28（訳注）

Keith Wrightson，&Zμ励So函りJj別り認θ(Hutchinson，1982)の邦訳。

1991

1991

1991

118　クリストファー・ヒル著小野功生訳『十七世紀イギリスの宗教と政治』（法政犬　　1991

　　　学出版局），140，247，251，37（原注）

Christopher Hi11， 771e C回ecz�Essa戸�a/加叩力erg77，y油j7刀e j7;

�絨!面71 ajld jP陥‘虎s公lj7訥a71ajにy England(The Harvester Press，1986)

の邦訳。

119　河野豊「サー・トマス・ブラウンの時間意識」、「ほらいずん」第24号（早稲田大　　1992

　　　学英米文学研究会）、14-24

120　古川隆夫著Fディキンスンの詩法の研究一重層構造を読む』（研究社出版），

　　　203，286，300

1992

121　E・M・W・ティリヤード著磯田光一・玉泉八州男・清水徹郎訳『エリザベス朝　　1992

　　　の世界像』（筑摩書房），57，76，219，220

E.M.W.Tillyard.The Ejjzabethar】WorjdPjcture（Chatto＆Windus､1943）

の邦訳。本書の元版は、磯田光一訳『エリザベス時代の世界像』（研究

社出版、1963）。
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122　ジョーゼフ・ニーダム著井上英明訳『理解の鋳型一東西の思想経験』（法政大　　1992

　　　学出版局），95一97，10（ﾄ1，124，150，153-54，156，161，260，261，276-77，

　　　285，287，339，361，388，456

Joseph Needham，IVloulds of undeatandjnjl :　A Pattenl of Natual Phj-

josc¥771y（George　AUen＆Unwin　Ltd.，1976）の邦訳。ニーダムは別の

自著の書名にブラウンの言葉を使っている。77,e　rkaZﾙ叩ｶ崩凹L･

jr4）ljr£ecrzj/11sog Zj】ejそ）sj£jo刀ofJRe海jofJ jz7 a WQf辺£）oz711zlaたd妙Scj-

ｅｎＣｅ　（Student Christian Movement Press，1931）がそれである。

123　マリオ・プラーツ著若桑みどり・森田義之・白崎容子・伊藤博明・上村清雄訳　　1992

　　　『官能の庭』（ありな書房），263-72，274-84，287

Mario Praz， j7 GjarrZ&lo dej Seflsj

　(Amoldo Mondadori Editore，1975)

124　　Richard Catalano、

　　　　Spiritua1 Healing”、

　Studil sijj j?la刀j‘ef血加oe j7 ゐaroca)

の邦訳。

“John Donne' s Physician and Sir Thomas Browne－Social and　　1993

｢英米文学研究　29｣(梅光女学院大学英米文学会)、125べ31

125　マーガレット・ドラブル著奥原宇・丹羽隆子訳『風景のイギリス文学』（研究社　　1993

　　　出版）、115、118

Margaret Drabble， ﾒ1W/j凶｡'s jjWぬljjl｡･£azJdscape jrl £j記nlfzj7t(Thames

and Hudson，1979)の邦訳。

126　キース・トマス著荒木正純訳『宗教と魔術の衰退　上・下』（法政大学出版局），

　　　169，181，276，364，369，425，511，525，182（原注）

Keith Thomas，Re垢面fl azld £jleZ)eds�リWaがc ｡でStudjesin Popular Be-

liefliin Sixteenth-azld Sew�ee,辺1-C㎞zzj乃/a�a�(Penguin Books，1985)

の邦訳。原著の初版はWeidenfeld＆Nicolsonより1971年刊行。

1993

127　サー・トマス・ブラウン著生田省悟・宮本正秀訳「ハイドリオタフィア（その　　1994

　　　一）」、「金沢大学教養部論集・人文科学篇」第31巻第２号、61-88

　　　　　　　Hydriotaphiaの邦訳。後に139に収録。

128　サー・トマス・ブラウン著生田省悟・宮本正秀訳「ハイドリオタフィア（その　　1994

　　　二）」、「金沢大学教養部論集・人文科学篇」第32巻第１号、13-29

　　　　　　　Hydriotaphiaの邦訳。後に139に収録。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λを777�aQf＆¥ﾌpa a.’yefsjZy､ j9μﾀ9司

河野豊「サー・トマス・ブラウンと「庭」」、「英文学」第70号（早稲田大学英文　　1994

学会）、91－100

130　ジョージ・ギッシング著小池滋訳『南イタリア周遊記』（岩波書店）、11、187　　　1994

　　　　　　　George Gissing、 尽y lZle jofljajJSea ｡･No£es of a iaz71ゐjejzl Sozjがle7717r-

　　　　　　　a抄（Chapman　＆　Ha11､1901）の邦訳。旧版は『ギッシング選集』第４

　　　　　　　巻（秀文インターナショナル、1988）所収。訳者解説によると、本邦初

　　　　　　　訳は、佐々木理訳『イオニア海のほとり』（新月社、1947）。

131　サー・トマス・ブラウン著生田省悟・宮本正秀訳「医師の信仰（その一）」、「金　　1995

　　　沢大学教養部論集・人文科学篇」第32巻第２号、37哺8

　　　　　　　Religio Mediciの邦訳。後に139に収録。

132　サー・トマス・ブラウン著生田省悟・宮本正秀訳「医師の信仰（その二）」、「金　　1995

　　　沢大学教養部論集・人文科学篇」第33巻第１号、67-95

　　　　　　　1e句向Medj､jの邦訳。後に139に収録。

133　荒俣宏著『空想文学千一夜-いつか魔法のとけるまで』（工作舎）、614-16 1995

134　サー・トマス・ブラウン著生田省悟・宮本正秀訳「医師の信仰（その三）」、「金　　1996

　　　沢大学教養部論集・人文科学篇」第33巻第２号、43哺7

　　　　　　　ja面面A勿ajの邦訳。後に139に収録。

135　小田原克行「“Sir　Thomas　Browne”試論」、「大阪市立大学　人文研究」第48巻　　1996

　　　11分冊、73-85

136　河野豊「ノリッジ訪問記」、「別府大学アジア歴史文化研究所報」第14号、23-30　　1997

　　　　　　　ノリッジのセント・ピーター・マンクロフト教会内にあるブラウンの墓

　　　　　　　碑銘及び同教会のそばに建っているブラウンの銅像の写真を掲載。

137　クリストファー・ヒル著小野功生一円月勝博訳『十七世紀イギリスの急進主義と　　1997

　　　文学』（法政大学出版局）、131

　　　　　　　Christopher Hi11、ﾒ1MI＆）a�’ala7We azld7Vayejぴj　jと1ぷca7A）7j£jcs､jie-

　　　　　　　励jozl azJd£j£enlajrej刀Sei/ej7feez7・a｡laj7y Ezlがajld（Routledge､1990）

　　　　　　　の邦訳。
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138　７ンガス・フレッチャー著伊藤誓訳『思考の図像学一文学・表象・イメージ』　　1997

　　　　（法政大学出版局），32，210

　　　　　　　Angus Fletcher，Cajos r）fz力ej凶刀d.･Cbz加crzjzrsog 771il1鍼gj1 £j£e771-

　　　　　　　zza（Harvard university Press,1991）の邦訳。

139　サー・トマス・ブラウン著生田省悟・宮本正秀訳『医師の信仰・壷葬論』（松柏　　1998

　　　社）

　　　　　　　Religio MedicjとHydriotaphiaの邦訳。127-28，131-2，134参照。

140　河野豊「サー・トマス・ブラウンと「夢」」，「英語英米文学論叢」第30号（別府　　1998

　　　　　　　大学英語英文学会），1 -14

141　フレッド・ハプグッド著鶴岡雄二訳『マサチューセッツエ科大学』（新潮社），76　　1998

　　　　　　　Fred Hapgood， 吻77･e初心逼G）�dor.i MIT and 111e’licllnicallmagj-

　　　　　　　nation（Addision-Wesley Publishing,1992）の邦訳（新潮文庫）。元版は新

　　　　　　　潮社より1995年刊行。

６　付記

　以上の他にいくつかブラウンの名が見えるものがある。例えば、エドガー・アラン・ポーの短

編「モルグ街の殺人」の題辞には、『壷葬論』の一節が掲げられているし、ハーマン・メルヴィ

ルの『白鯨』の中の記述（Pseudodoxia EPidemjcaからのもの）はよく知られている。

　翻訳書の訳注などで、訳者の思い違いによる些細な誤りや誤植がいくつか見られたが、今回そ

の種の指摘はしていない。いずれ、稿を改めて書きたいと思う。

　なお、ブラウンに関する研究論文については以下の本を参考にさせて頂いた。

安藤防縮『20世紀文献要覧大系３外因文学研究文献要覧Ｉ〈英米文学〉1965～1974』（口外ア

　　　　ソシエーツ、1977）

安藤勝編『20世紀文献要覧大系18英米文学研究文献要覧1975～1984』（口外アソシエーツ、

　　　　1987）

安藤勝縮『20世紀文献要覧大系19英米文学研究文献要覧1985～1989』（口外アソシエーツ、

　　　　1991）

安藤勝縮『20世紀文献要覧大系23英米文学研究文献要覧1945～1964』（口外アソシエーツ、

　　　　1994）

安藤防縮『20世紀文献要覧大系29英米文学研究文献要覧1990～1994』（口外アソシエーツ、

　　　　1996）

　また、犯人司氏の著作に関しては、次のものを参照させて頂いた。

30



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Memojrs of Beppu unjversity､39(j998)

井村君江編「堀犬司教授著作年表」、「比較文学研究」第９号（東京大学比較文学会、1965）

以上、記して深く感謝する次第である。
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